安全運転管理者規程

(総則)

第1条　この規程は,安全運転管理者(以下・単に「管理者」という)の選任と業務について定める。

(選任と選任基準)

第2条　会社は道路交通法の定めるところにより,管理者を選任し,これを公安委員会に届け出る。

2　管理者は,次のいずれにも該当する者の中から選任する。

(1)運転管理の実務経験2年以上

(2)過去2年間に酒酔い運転により罰金以上の刑に処せられていないこと

(3)係長以上の役職にあること

3　管理者は,交通安全の重要性を正しく認識し,その業務を忠実に遂行しなければならない。

(職務内容)

第3条　管理者は,次に掲げることを行う。

(1)交通安全教育の企画,実施

(2)運転者に対する安全運転に必要な指示・指導

(3)自動車の日常点検の実施

(4)運転者の健康状態の把握

(5)適正な運行計画の作成

(6)その他安全運転を確保するための措置

(禁止事項)

第4条　管理者は,運転者に対し,次のことを指示したり,黙認したりしてはならない。

(1)無免許運転(免許停止中の運転を含む),無資格運転

(2)最高速度違反行為

(3)酒酔い運転,酒気帯び運転

(4)薬物服用運転,過労運転

(5)過積載運転

(6)放置行為

(社員の義務)

第5条　社員は,自動車の安全運転について管理者から指示が出されたときは,その指示に従わなければならない。

(職務報告義務)

第6条　管理者は,会社に適宜適切に職務報告を行わなければならない。

(解任基準)

第7条　会社は,管理者が次のいずれかに該当したときは,解任する。

(1)酒酔い運転等により罰金以上の刑に処せられたとき

(2)管理者としての業務の遂行において著しい不手際のあったとき

(3)その他管理者として適当でないと判断されるとき

2　管理者を解任したときは,これを公安委員会に届け出る。

3　管理者を解任したときは,少なくともその後2年間は,その者を管理者に再任しない。

(付則)

この規程は,令和　年　月　日から施行する。
